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北海道大学における授業実施のこれまでと今後の展望

Ⅰ波 Ⅱ波

Ⅲ波 Ⅳ波

Ⅴ波



オープンエデュケーションセンターを中心とした全学的なオンライン授業の３つの支援

１）「オンライン授業ガイド」の開設
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２）教職員向けセミナーの実施

 教授設計理論に基づいた

適切なオンライン教育手法を
選択する指針を示す

 2021年9月末までに学内外の
29万人が閲覧

 問い合わせへの回答を
集約したFAQの蓄積

https://sites.google.com/huoec.jp/onlinelecture

 学内外の先進的教育手法
とグッドプラクティスの共有

 2021年9月末までに延べ
3,000名が参加

 オンライン教育の情報共有
向けSlackグループ開設

３）情報環境の整備

 教育情報システム（ELMS）
の利用増（4倍）

 Zoom包括契約の導入と
ELMS連携

 学生に対するPCとWi-Fi
ルーターの貸与



コロナ禍における授業実施方針
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北海道大学. 令和3年度第2学期の授業実施に向けて（依頼）.令和3年9月22日.

• 学生及び教職員の安全に最大限配慮することを最優先とし，対
面授業を行う場合は感染防止対策を十分講じる

• 1) 「新型コロナウイルス感染症への対応が当面続くことを前提と
した教育」

• 2) 「コロナ禍に関わらずオンライン教育の有効性を活かした新た
な教育」

• 1)と２）の調整で出口を目指す

• コロナ後は、オンライン授業の様々な利点を活かし，授業形態，
科目特性及び教育効果等を勘案し，対面授業とオンライン授業
のそれぞれの良さを効果的に併用した授業を行う



ハイブリッド型学習の推進

ハイブリッド型学習（Hybrid Learning）

ハイフレックス型（Hybrid-Flexible） ブレンド型（Blended）

感染防止対策としての一時的な
“Emergency Remote Teaching”

対面教育とオンライン教育を効果的に融合した
“Online and Face-to-face Learning”

• 学生は授業を受ける場所を柔軟に選択できる

• 教員は対面の学生とオンラインの学生双方に対して
授業を行う（Zoom等を利用）

• 補習等をオンラインで行う（録画映像の提供）

• オンラインで知識習得・自己評価（個別最適な学び）
• 対面教育でのアクティブラーニング・協同的な学び

• キャンパスでの試験実施と教員学生間のコミュニケー
ション
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Plus-DX事業を活用した教育DXの推進

 DX推進計画
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デジタル・シームレス学習による

先進的学習環境の構築

 キャンパス内の無線LAN拡充

 感染防止対策を施した自習スペースの整備

 既存の授業を効果的なハイブリッド型教育に作り替え
る「リビルド法」開発とツールキットの公開

 クラウドベースの学外用LMSの整備

 オンライン教育技術・デジタルリテラシー等の
オンライン講座開設

「デジタル・
シームレス学
習」環境整備

オープンな
学習プラット
フォームの

構築

ハイブリッド
型教育の手法

確立

継続的なハイブ
リッド型教育のた
めの教室環境と
情報環境の整備

授業の到達目標と特性か
ら適切な教育手法を選択
する「リビルド法」の普及

対面授業を効果的なブレン
ド型授業に転換

ハイブリッド型学習の
手法と環境を地域のス
テークホルダーに普及
するためのサービス展
開



アフターコロナを見据えた教育DXのビジョン

ハイブリッド型教育の導入を基盤とした

全学的なデジタル・シームレス学習環境の実現
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ハイブリッド型教育
の全学的普及

リカレント教育
の展開

国際教育の
推進

学生の発展的
学習の支援

VR/AR技術に
よる拡張

教職員学生間
のつながり形成

デジタル教材ライ
ブラリの提供

先進的教育技術
の開発

オンライン留学を
含むハイブリッド
型での実施

北大オンラインコ
ミュニティの構築

地域のステークホルダーに
貢献する学習機会の創出

デジタル・シームレス
学習環境



令和2年度・3年度前期全学教育におけるオンライン授業の実施方法の比較

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R2

R3 同時配信 ブレンド型
（同時配信＋オンデマンド型）

そ
の
他

オンデマンド型
（動画配信）

オンデマンド型
（資料配信）

（n=824）
41.5%

36.5% 8.5% 9.6% 3.9%

オンデマンド型
（資料配信）同時配信 ブレンド型

（同時配信＋オンデマンド型）
オンデマンド型
（動画配信）

そ
の
他

（n=736） 32.3% 27.9% 21.6% 13.0% 5.1%

令和3年度は令和2年度と比べて同時配信とブレンド型が増加

1) Zoom等を用いた教員の教授スキルが向上

2) オンライン環境が整備された

50.2%

78%
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オンデマンド型授業

• オンデマンド教材を理解度に応じて繰り返し

視聴できる

• 学生は授業講時にとらわれず受講できた（と

くに教室移動に左右されない）

感染対策

• 濃厚接触者も授業に参加できた

• 感染の心配なくワークができた

• 対面で感染対策上制限があるよりも、ワー

クが積極的にできた

令和3年度 教員アンケートの結果 オンライン授業の利点・課題
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コミュニケーション

• 教員と学生、学生間でコミュニケーションが

不足する

• 学生の反応が把握できない

• 授業前後の雑談が生じない

教員の負担

• 授業準備、課題の設定、課題の評価・コメン

トフィードバックに時間がかかる

• ハイフレックス型で機器の準備が大変

• 授業計画どおり授業が実施できなかった



• ブレンド型授業は一定のメリットがあるため、今後も継続したほうがよい

• 対面授業でもELMSを活用したい

• オンライン授業は、悪天候時、インフルエンザ流行時などにも利用できる

• ハイフレックス型授業の実施は、機器の充実やノウハウの習熟が必要

• 演習科目は基本的に対面授業にしたほうがよい

• 教材の共同作成・利活用ができれば、教員の負担軽減につながる

• 曜日で授業形態を定めるなど、全学的な運営が必要

令和3年度 教員からのオンライン授業の出口戦略に関する意見
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• 新型コロナウイルス感染への不安が軽減さ

れる

• 通学する必要がない

• 身なりにあまり気を使う必要がない

• いつでもどこでも受講できる

• 周囲に気を使わなくてよい

• 自分のペースで繰り返し学習できる

• 資料が電子媒体で管理しやすい

令和2年度後期オンライン授業に関する全学生向けアンケート結果

良い点 悪い点

• 受講生同士の交流が少ない

• モチベーションを保つのが難しい

• 実技や実験実習が難しい

• 通信環境に左右される

• 教員とのコミュニケーションがとりづらい

• 授業に参加しているという感覚を持ちにくい

• 電子媒体の資料が入手しづらい

• 質問がしにくい

※令和2年度前期には学生から課題の多さについて指摘があったが、改善されたと考えられる
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学生のアンケート



11

保護者の不安・御意見

• オンライン授業では大学の価値は著しく低下する。

• オンライン授業でモチベーションが下がっているように感

じる。

• 現場で教員の思いや熱を直に感じながらの方が深い学

びになる。

• 教育の質が確保されていない。

• 授業だけではクラスターが発生する可能性は低いはず。

対面授業の再開を！ 学生交流の制限緩和を！

• 貴重な青春時代の人間関係の構築に寄与する体制を

整えて欲しい。

• 交友を深める場の設定を積極的にバックアップして頂き

たい。

• 先生方とのつながりの充実をお願いしたい。

• 七大戦を早期に復活してほしい。

• コミュニケーション力、人脈など，欧米の学生との違いが

鮮明になる気がして不安。

教員はオンラインに前向き

学生は現状を受容しているが、対面への期待

保護者は、不安、不満、情報不足
不安・情報不足

教員

学生

保護者
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学生のリアルな声
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2) ”基本対面“は、授業のDX化を活用した新しい授業型式の始まり

1) 入り口も初めてだったが、出口も初めて：正解探しも手探り

4) 人間と人間が触れ合うキャンパスのあり方はさらに重要になる

5) 学生、教員、保護者の間の情報格差の解消が必須条件

出口戦略では、学内外の情報提供と合意形成が入り口以上に重要

まとめ

3) 学生の“本心”への寄り添いが重要
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